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令和８年度 江東区立第二南砂中学校 経営計画 

校長名 塩野 恵  

  

Ⅰ 教育目標 

○自ら学ぶ人 

○心豊かな人 

◯健やかな人 
 
 
 

Ⅱ 経営方針 

目指す学校像 

○生徒・教職員一人一人がいきいきと、ともに活動する楽しい学校 

○スクールライフの充実した学校（『心をカタチに』の実践、感動する行事） 

○保護者・地域に信頼され、応援される学校 

目指す生徒像 

○21世紀を生き抜く確かな学力を身に付けようと主体的に学ぶ生徒 

○「心をカタチに」できる生徒（自分の心、相手の想いを伝えあおうとし、みんな

の心も行動にしようとする生徒） 

○基礎的な体力を身に付け、自他の身体を大切にし、心身ともに健康な生徒 

目指す 

教職員像 

○「チーム二南中」として組織的に職務を遂行し、組織目標の達成に向けて一致協

力する教職員 

○全生徒の「こころ」に、寄り添う教職員 

○危機意識を常にもち、危機管理を適切に行い、危機対応を迅速に行う教職員 

経 営 理 念 

生徒一人一人を大切にし、地域からも信頼・応援される学校を目指すために、次の

ことに重点を置く。 

○授業力･学力の向上 

・生徒が「わかる」、「できる」を実感する授業を目指す。 

・教育 DXの推進・話し合い活動の充実等、PDCAサイクルのもと、授業改善を図る。 

・特別支援教育を充実させる。授業のユニバーサルデザインへの取組を推進する。 

○スクールライフの充実 

・“あいさつの二南”を定着させ、元気な学校・あたたかい学校を目指す。 

・『心をカタチに』を実践する。 

・認め合う学級、学年経営を実践し、所属生徒の自己肯定感を高める集団をつくる。 

・生徒が主体的に取り組む「こどもまんなか」の感動する行事を推進する。 

○信頼・応援される学校 

・生徒一人一人に応じた支援をし、地域・保護者と学校との協働体制を構築し、信

頼・応援される学校をつくる。 

○教職員チームの絆 

・教職員の絆を大切にし、生徒一人一人に寄り添う教職員チーム 
 
 
 

Ⅲ 経営目標  
 
 

重点領域１ 確かな学び 

中期経営目標 
 
21世紀を生き抜く確かな学力を身に付けようと主体的に学ぶ生徒を育成する。 
 



 ２ 

短期経営目標 

・協働的活動、ICTの利活用、UDLの視点など、生徒が「わかる」、「できる」を実
感する授業展開をすることで、学ぶ意欲を伸ばす。 

・各種調査結果、生徒対象の授業アンケートなどをもとに、全教員が PDCAサイク
ルの授業改善を図る。 

・特別支援教育を充実させる。特に、授業や校内環境における UDの視点を取り入
れ、一人一人に寄り添った授業を展開する。(UDL …学びのユニバーサルデザイン) 

項
目 

努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 
各種調査結果を分析し、基礎学力の定着を全
ての教科で目指す。 

学びスタンダード定着度調査で全校の定着度
を８０％以上とする。 

２ 
協働的活動・ICT の活用(教育 DX の推進)等を
導入した授業を、全教員で１００％実施する。 

授業がよくわかるとする生徒の「そう思う」の
回答を３０％以上にする。 

３ 

毎時間、学習のねらいを示す。授業の UDへの
取組を進め、特別支援教育の充実を、全教員が
意識して配慮するようにする。 
(UD …ユニバーサルデザイン) 

教育推進プラン・江東（第３期）の指標に関す
るアンケート調査「一人一人を大切にした教
育が行われていると思いますか」の「そう思
う」の回答を５０％以上にする。 

 
 
 

重点領域２ 豊かな心・健やかな体 

中期経営目標 
「心をカタチに」をテーマに、心や想いを相手に伝えたり、相手の心に気づいたり
できる生徒を育成する。 

短期経営目標 

・「心をカタチに」することを継続して呼びかけ、実践させていく。 
・“あいさつの二南”の定着、生徒が主体的に行事・委員会・ボランティアに取り
組むなど、「心を行動に」することができる生徒を育成する。 

・不安などの「心をカタチに」できるように教育相談、チーム支援の拡充 
・生徒が安全、安心に生活でき、いじめや問題行動を許さない心を育む。 

項
目 

努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 
“あいさつの二南”の定着を目指す。そのため
に生徒会などに働きかけ、生徒が積極的にあ
いさつを行うように指導する。 

学校評価における「あいさつ」に関して肯定的
回答を８０％以上にする。 

２ 
各行事や日頃の学級活動において、生徒が主
体的に取り組むような計画を立てる。 

学校生活に主体的に取り組んでいるとする生
徒を１００％にする。 

３ 

生徒一人一人を大切にし、相談しやすい関係
を築く。毎日の家庭学習ノートや生徒の様子
の変化で気になることは、全教職員で情報共
有する伝達システムを確立させる。 

学校は安全で安心できる場所で、学校に登校
するのが楽しいと実感する生徒を１００％に
する。 

 

重点領域３ 信頼・応援される学校 

中期経営目標 ・学校情報の発信の充実と地域に開かれた学校づくりを推進する。 

短期経営目標 
・いじめを許さない心を育む。（未然防止・早期発見、早期対応） 
・情報発信を重視し、保護者・地域、関係諸機関との連携・協働を深める。 
・地域・大学・企業等と連携して、開かれた学校をつくる。 

項
目 

努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 
いじめについての校内研修年間３回を実施
し、未然防止・早期発見、早期対応を心がける。 

重大事態に至る前に、未然防止・早期発見・早
期対応・解決を１００％行えるようにする。 

２ 
定期的に学校情報を HP、Chromebook等で発

信する。 

学校評価における「学校の情報公開率」に関し
て「そう思う」の回答を５０％以上にする。 

３ 

生徒に、地域の行事などに積極的に参加する
ことを促す。その他機会を見つけて学校、家
庭、地域の連携を深め、コミュニティースクー
ルへの移行を目指す。 

各調査における「地域の行事への参加率」に関
して肯定的回答を９０％にする。 

 


